講座を振り返って （夜間講座）
終了した講座を振り返って、講座概要と皆さまから頂戴したアンケートを抜粋して御紹介いたします。受講いただいた方々そして受講を検討されている方の今後のご参考となれば幸いでございます。
皆さまから多くのご意見をいただいておりますが、すべてをご紹介できないことをお許しください。皆さまの参考となりますように、質問事項を加工しているものもありますのでご了承ください。
（2014/2/21 現在）
●1月29日～2月19日開催
「認知療法の基礎を学ぶ＜2時間コース＞」
＜講座概要＞
・今年度は、皆さまのご要望にお応えして1講義2時間といたしました。第一回目には企画講師の大野裕先生に「認知療法の概説と導入」のテーマでお話しいただきました。初回の講義で認知（行動）療法とはどのようなものなのかをお伝えし、面接回数が限られている中でどのような流れで面接が進み、どのような技法が用いられているのかの全貌をお示しいただきました。その後で、「症例の概念化と行動活性化」「認知再構成法（コラム法）」「問題解決技法とアサーション」として各論的に詳しく説明いただきました。

・4回の講義は、認知療法の流れ（プロセス）に沿ったものでわかりやすかったという方が多くいらっしゃいました。

＜アンケート抜粋＞
（1）演習やDVDなどが講義の中に折り込まれていてわかりやすかった。

　　→「面接時にどのように話したらよいのかビデオがあって理解しやすかった」や「コラム法で考えの幅を広げていくのは現場で活用するのは難しいのではないか」「問題解決技法とアサーションでは、頭で考えると分かるが実際にやってみると意外に難しく、実践をこなしていかなければならないと実感した」などというコメントもいただきました。

（2）「一緒に現実を確かめる」という認知療法の基礎を理解できた。

　→類したコメントとして「クライアントとのコミュニケーションが大切（協働作業）」「ソクラテス式問答法」をキーワードとして挙げた方が複数いらっしゃいました。

（3）今までに自分で学んでいたが初めて講義を聴いたという方もいらっしゃいました。

　  →「自分で本を読んでいたが、ケースフォーミュレーションのところで躓いていたが、今回の講義でよく理解できた」「『認知療法、認知行動療法治療者マニュアル』（星和書店）」に沿った内容で大変わかりやすかった」など学びの促進に役立ったようです。

●1月24日～2月14日開催
「臨床実践に家族療法を活かす」
＜講座概要＞
・毎年恒例の講座です。臨床現場では様々な形で来談することが多くなり、個人面接だけでは対応が難しくなってきました。本講座では、個人・親子・夫婦など多様な形で来談する家族に対して、家族療法の知恵を活かし、家族や社会における関係の問題を理解し、解決する方法を探る講座です。
・第一回目は藤田先生の関係性を個人面接に活かすというテーマで、家族療法概論も講義していただきました。第二回目は野末先生の夫婦面接の考え方と進め方、第三回目は北島先生の親面接・母子並行面接に活かす、そして最後に本講座をご企画頂きました平木先生より家族合同面接の意味というテーマでDVDによる家族療法の実践を見ながら、全体の総まとめといった形で実施いたしました。
＜アンケート抜粋＞
（1） 家族療法について事例を交えながらの概要がわかりやすかった。
→そのほか、「色々な療法を比較出来たのがわかりやすかった」「なかなか夫婦面接の実態、留意点など伺う機会を持てないので貴重な示唆を得られた」「講関係性が見えてくることで質問が変わってくることがわかりました。家族面接についてもう少し詳しく勉強していきたいと思いました」「多方向に向けた肩入れ（ひいきしない）、共感的応答が確認出来たビデオは有効でした」「個々のテーマは異なりますが、同じ講師ではなく４人の方から家族療法全般についても話を聞くことができ良かった」「いままでの３回を踏まえ家族を統合的に考えられる指針が持てた」「各多方向に向けた肩入れ（ひいきしない）、共感的応答が確認出来たビデオは有効でした」などのコメントをいただきました。
（2） 今後の実務に活かしたいと思える有意義な講座でした。回を増やすか、講座の時間を長くして講師がこれまで担当されたケースについての話を聞いたり、受講者の事例を検討する回があっても良いと思います。
→各講師とも盛りだくさんの内容を講義いただき、1時間30分というでは、なかなか時間がたりないという回もありました。次回開催については、内容の見直しも含め検討してまいりたいと思います。
●11月1日～11月22日開催
「読み書き学習における支援技術の実践を学ぶ」
＜講座概要＞
・全４回のうち、最初の２回は受講者お二人に一台パソコン（マイクロソフト社Windows8+ワード）を実際に使っていただいて、読み書き学習の支援にどのように使用することができるのかを体験していただきました。音声読み上げソフト、学習指導要領に基づいた漢字変換ソフトほか入手しやすいソフト（すでに機能が内蔵されているものもありました）をどのように読み書き障害のある子どもの支援に使うことができるのかを学びました。
・財団主催の他の講座とは違い（他の講座では録音・写真撮影は禁止）、講師の映写するスライドの写真を撮ったり音声を録音したりして受講生自らが支援技術（スマートホン、タブレットPCなど）を使って工夫しながら講義をお受けいただきました。
・後半２回では、ビデオ映写、講師自らのプレゼンなどで支援技術のさまざまをご覧いただきました。また、最終回には、読み書き困難のある子どもへの支援に関して基本的理論、法整備の状況、支援の実践についてまとめの講義をしていただきました。
＜アンケート抜粋＞
（1） 実習が中心でわかりやすかった。
→上述の通り、実際にパソコンで教材を使って支援技術を学びました。人によってパソコンの習熟度は違いましたが、二人ひと組で取り組んでいただきましたのでパソコンが苦手な方にも実習に参加していただきました。
（2） iPadを使ってのやり方や使用方法などもやってみたかった。
→今回のプレゼンでは、先進的な取り組みを行っているワシントン州シアトルにあるワシントン大学、ワシントン州での取り組みの紹介を中心に行いました。マイクロソフト社の本社がワシントン州にありますので、同州では同社のソフトウエアが多く使われていますので、本講座のメニューとしました。しかし、iPadやAndroidパソコンなどでも同様のソフトウエアは存在しますので是非試してみていただきたいと思います。
（3） 読み書き障害支援の実際のイメージができた。
→　「「読み書き障害」「印刷物障害」「学習障害」について体系的に聞けたのでなぜこういった支援が必要なのかよく理解できた。」「臨床の場でいろいろと提供できる支援方法をたくさん教えていただいた。」などの声もいただきました。
（4） 「合理的配慮」という考え方がよくわかり参考になった。
→　2016年に障害者差別解消法（略称）が施行されるにあたって、テクノロジーを使って「合理的配慮」を行っていくという試みです。
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●9月27日～10月18日開催
「心理療法とアセスメント」
＜講座概要＞
・今年初めて設置しました。精神分析、家族療法、認知行動療法のアセスメントと介入の基本の講義を通して、受講者の方々にそれぞれの心理療法の特徴をご理解いただき、実践で使える技法の幅を広げるのに役立ってほしい講座として企画しました。
・各講師の講義を中心に進めてまいりましたが、「精神力動から見た見立て（川畑先生ご担当；HP上ご案内は「精神分析に基づいた見立て」）」は、よりよく理解できるように川畑先生の講義のほか、受講生の方に事例をお出しいただき、実際にその事例に対して川畑先生に指導いただく形で進めました。
＜アンケート抜粋＞
（1） 非常にわかりやすく実践的で勉強になりました。
→そのほか、「基本を学び直す復習的意味と知らなかったことも含め抜けている点を埋めることができた」「それぞれの心理療法の視点の違いを学ぶことができた」「講義の中身が濃いので各講義の時間を短く感じられた」「明日からの臨床実践に活用できる内容でとても役立った」などのコメントをいただきました。
（2） 理論的な面は分かりやすかったが、事例を交えて具体的にどのように実践するのかを聴いてみたかった。
→各講師とも内容満載でしたので、具体的な事例で説明する時間がありませんでした（川畑先生には事例を取り上げていただきました）。そのため、「２時間コースを作ってほしい」「本講座を基礎として、演習などの応用編も作ってほしい」などのご意見もいただきました。
（3） 講義が駆け足になったため質問を受けていただいた先生もいらっしゃいました。
→「フロアからの質問に答えていただくことで理解が促進された」「違う職種の方の質問・考え方を知り、自分の職務との連携の必要性を感じた」などの他職種の方にご参加いただいた講座ならではの収穫もあったようです。
●9月4日～9月25日開催
「事例から学ぶ心理アセスメント　～SCT（文章完成法）」
＜講座概要＞
・今年初めて設置しました。すでに文章完成法とはどのようなものであるのかを理解しているけれども、実践で使うためにもっとスキルアップしたいという要望を多く頂いておりました。そのため、小川先生にご企画をお願いし実現したものです。
・初回は小川先生のご都合により、立正大学の佐藤先生にご講義をいただき、2回目～4回目は深津先生にご講義をいただきました。初回の講義は心理アセスメントの動向や2回目以降の講義（事例）を理解するのに必要な基礎知識でした。深津先生は、事例を通してどのように解釈したらよいのかを受講者の方にも発言を求めながら進めていただきました（受講者参加型）。
・事務局では、「事例から学ぶ」をシリーズ化することを検討しています。
＜アンケート抜粋＞
（1） おひとりのクライアントのセラピー前と後のSCTの事例を検討することで注目すべき点がよくわかった。
→同様のご意見を多く頂きました。事例で着目しなければならないポイントおよびそのまとめ方もお話しいただきました。おひとりの事例を時系列で検討することでセラピー前後のクライアントの変化をとらえやすくなったという声もいただきました。
（2） 参加型で考える時間を持つことができた。
→受講者全員に事例をどのように捉えるかを発表いただきました。受講者数が多かったこと・時間が限られていたことなど制約はありましたが、できるだけ「演習」に近い講義になるよう深津先生には工夫いただきました。自分で発言することが分かっていると、より聴講に身が入るという声もありました。財団の研修では、少しずつ受講者参加型の講座を増やしてまいります。
●8月1日～9月19日開催
「投映描画法テストバッテリー（２時間コース）」
＜講座概要＞
・2012年に刊行された講座と同名の書籍「投映描画法テストバッテリー」を教科書として講義を進めていただきました。
・「星と波描画テスト」「ワルテッグ描画テスト」「バウムテスト」をそれぞれ杉浦先生（理論・実習編～自分で書いてみる～）と金丸先生（理論・解釈編～自分で解釈してみる～）でのそれぞれ2回ずつで進めていただきました。最終回は、お二人の先生においでいただきまとめをしていただきました。
＜アンケート抜粋＞
（1） 毎回質問にすべて答えていただき疑問を解消しながら講義を受けることができた
→お二人の先生とも毎回の講義の後には受講生から書いていただいたコメント・質問をお持ち帰りになり、次の講義ですべての質問にお答えいただきました。また受講生からは、質問を紙に書いて提出するというのは質問しやすかった、他人の質問を聴くことでさらに理解が深まったという声もいただきました。
（2） 実際に自分で描いてみて、解釈するという試みは興味深かった。
→多くの事例が教科書に掲載されており、それらの説明もしていただきました。しかし、自分で実際に描き、自分で解釈することでもっと生き生きとした知識・使える知識として身に着いたと感じられた方も多かったようです。本講座は「受講者参加型」として企画いたしました。今後も受講者参加型の講座を企画してまいります。
●6月21日～7月26日開催
「対人援助職とアサーション（２時間コース）」
＜講座概要＞
・本講座は、特にカウンセラーをはじめとする対人援助職の人々にとってのアサーションということを中心として、アサーションの入門編として全６回で開催しています。毎回、簡単なワークや小グループでの話し合いをしながら、アサーションについて学んでいきます。対人援助職として有能に機能するために、また、個人として満足のゆく人間関係を築くためにも、アサーションする力を高めることがねらいです。
・受講生のうち、半数の方がはじめての受講でいらっしゃいます。対人援助職の方だけでなく、コミュニケーションスキルをアップしたいという方にとっても有意義な講座だと思います。
・本講座全６回をすべて修了された方は、日本・精神技術研究所の主催する中級講座の受講資格があります。もう少し詳しく学びたい方は、日本・精神技術研究所主催のアサーションの講座をご受講ください。
＜アンケート抜粋＞
（1） 援助職としてのスキルアップで参加したが、自分の内面をも見ることになり、それが今後の仕事に変化をもたらしてくれることを確信できた。機会があれば、次の段階をぜひ学びたい。
→対人援助職を意識した講座内容になっていますが、対人援助職に特化した内容ではないので、アサーションを基本から学びたい方にも、お勧めの講座だと思います。日本・精神技術研究所と連携をとりつつ、次の段階の講座を企画していきたいと思います。
（2） アサーションは話し方のトレーニングだと思っていましたが、もっと奥深いもの（意識から変える必要がある）だと感じました。“アサーティブに生きる”とはどういうことかがわかりました。疑問が一気に解けた講義でした。
→最初に概要を講義し、さらにさまざまな観点からアサーションのポイントをワークや様々な職種の人たちとの意見交換により、理解が深まるような構成にしております。また、最終回には、それまでに学んだことの補足や、疑問点を全員からお伺いし、講師より解説ならびに回答する進め方をとっていますので、アサーションについて非常にわかりやすく体系的に学べるというご意見も頂いております。
（3） 講義内容についての質問。
DESC話法のSについて“今、この場をどうするか”というお話があったかと思います。“次回、～してほしい”、“次回は～しないで欲しい”と未来のことをお願いするのは、Sと考えてよいでしょうか？
→講師より以下の通り回答をいただきました。
「次回は〜して欲しい、あるいは、〜して欲しくないということを具体的にお願いするのであれば、Sだと考えて良いと思います。
ただし、DやEがアサーティブに適切に表現できていてこそのSですので、DESC全体の流れやこれまでの相手との間での問題についてのやりとりによっては、「次回は〜」とすることがアサーティブな話し合いにつながることもあれば、むしろ、非主張的や攻撃的になることもあり得ます。」
上記の通り回答を頂きましたが、個別の状況や問題によって異なるとのことですのでご参考まで
●6月20日～7月11日開催
「乳幼児のこころと子育て」
＜講座概要＞
・長らく開催している伝統講座です。乳幼児が育っていくために必要な事柄を4人の講師からお話しいただいています。子育ての要諦は変わることはありませんが、新たな知見や異なる観点からの考察も含めて毎年少しずつ内容を変えています。
・今年は、発達心理学・家族心理学をご専門とする柏木惠子先生をお招きしました。歴史的な流れの中で社会は変貌し、家族及びそれぞれの構成要員の役割は大きく変わりました。日本の保育の特徴をご指摘いただき、同時に子どもはどうやって育てるのが望ましいのかというお話しをいただきました。
・全体の講義内容の流れは、「小倉先生：乳幼児期の重要性」→「柏木先生：社会環境の中での子どもへの接し方」→「平木先生：システム論からみた家族の役割」→「川畑先生：あるべき子どもの接し方の具体的事例」というようなものでした。
・受講生のうち、三分の一以上が保育士の方でした。また、関西からいらした受講生も複数いらっしゃいました
＜アンケート抜粋＞
（1） 講師に対して終了時間を徹底してほしい。
→講師には終了時間を始まる前にお伝えしていますが、講義内容が盛りだくさんで時間をオーバーすることがあります。お急ぎの方はお帰りいただいて結構です。また、終了時間を間違えていると分かった場合には、事務局から講師に終了時刻を伝えます。
（2） 講義の進め方についての要望。
→講師により進め方が異なっています。受講生にすべての講義の内容（パワーポイントなど）をお伝えする講義もあれば、レジュメは要点のみで講義を聴いて受講生が必要事項を書きとるという講義もあります。また、同じ講義でも「結論が分からない。だからどうすればよいのか。」とお感じになる方も、「つぶやきのようにも思えるが、長い臨床経験から得られた原則ばかりで気が抜けなかった」とお感じになる方もいらっしゃいました。事務局では各講師の持ち味を生かして講義を進めていただいています。
（3） 室温についての要望。
→空調の風向きの関係で寒いと感じられた方、暑いと感じられた方がいらっしゃいました。室温を見ながら、適宜調整しておりますが、各自でのご調整もお願いいたします。
（4） 臨床心理士の資格更新ポイントとなる講座を増やしてほしい。
→中級レベルの講座では資格更新ポイント適格となる講座がございます。事前に事務局にお尋ねいただいても結構です。
（5） 人数は多くてもよいので、受講料を安くしてほしい。
→講座内容によって定員を変えています。今後もご要望がございましたら、お聞かせください。
●6月5日～7月3日開催
「パーソナリティ障害の臨床」
＜講座概要＞
・今年度、講師陣にあらたに松本俊彦先生、白波瀬丈一郎先生にお願いし、「自傷行為からみたパーソナリティ障害」と「メンタライゼーションからみたパーソナリティ障害」の二つのテーマを加えました。
・この講座では、パーソナリティ障害についての概略を学び、うつ病やひきこもりとパーソナリティ障害について、また、自傷行為や、メンタライゼーションからみたパーソナリティ障害について学ぶ講座です。
・受講者の半数近くが新規受講者という講座で、比較的、大学院生などの多い講座です。
＜アンケート抜粋＞
（1） どの回も非常に充実していて、１回の講義が９０分というのは短いくらいでした。
素晴らしい講師の方々で充実した内容だった。９０分では短い印象があり、もう少し話を聞きたいと思った。
　　→現在、ワークショップを中心に２時間コースを設けていますが、講義形式の講座についても２時間コースのような運営も検討してまいります。
（2） パーソナリティ障害を軸として、様々な臨床像があるということがわかって良かった。知識しかなかったので、臨床像がよく理解できたことで、今後のカウンセリング等に活かせたらと思う。
パーソナリティ障害にすごく興味があって受講しました。初学者にとってはすごくわかりやすく、また興味もさらに持たせてくるような講座でした。来年度もまたパーソナリティ系があればいいなと思います。
　　→次年度も同様のテーマでさまざまな観点からの「パーソナリティ障害」について講座企画を検討してまいります。
（3） 講座テキストにないものが当日多く使用され、メモに追われた。事前に追加資料として用意いただくとか、後日配布をお願いしたい。
　　→印刷手配の日程の関係で、事前に印刷配布させていただいております講義テキストから当日変更になる場合がございます。後日配布可能なものはできるだけご要望に沿うように致します。
●5月24日～6月14日開催
「アセスメント技術を高めるために～ケースマネジメントのためのアセスメント研修～」
＜講座概要＞
・今年度、初めて開講いたしました。
・この講座では、チームで支援に携わっている現場の方がより有効な支援をおこなうために必要なアセスメント技術を学ぶ講座です。そのため、ワークを多く取り入れています。
・まず最初にケースレポートの考え方・進め方とケースレポートをフォーマットに基づく記入の仕方を講義いただきました。
・その後、自宅でケースレポートを作成する課題が課され、グループに分かれて発表しあいケースレポートの書き方・ケース会議の進め方を実践形式で学びました。
・常に理想的なケースレポートの書き方を意識し、ケース会議でも参加者は必要な質問を吟味しておこなうことでケース会議が効率的に進められることを実感しました。
・課題もあり、また全員が模擬ケース会議に参加しなければなりませんでしたが、効果を実感した講座でした。
＜アンケート抜粋＞
（1）発達障害の講座を開催してほしい
　　→今年度は、「発達障害・専門講座/夜間講座」を年間10講座開講します。また、2014年度は、「再び発達障害を考える」という年間テーマの設定を計画し、若干講座数を増やす予定です。
（2）開催時間（現行18：30）を遅めにしてほしい
　　→今後夜間講座の開講時間の希望を調査します（早めてほしい/変更必要なし/遅い方がよい）。ビルのシャッターが閉まる時間18：45と希望を総合的に勘案して次年度以降に反映させます。
（3）WISC-Ⅳの講座を開催してほしい
　　→2013年夏にWISC-Ⅳが改定されますが、改定版についての講座開催を企画講師と検討中です。
●5月16日～6月13日開催　「遊戯療法入門」
＜講座概要＞
・初めて川嵜克哲先生に「遊戯療法入門」講座をご担当いただきました。
・理論的なお話しの中に事例を交えて講義いただきました。
　特に、遊戯療法にはいろいろな考え方（学派）がありますが、他の考え方と対比させながら川嵜先生のお考えをお話しいただきました。このような進め方をすることでよりよく川嵜先生のお考えを理解することができる講座となりました。
・最終回では、一つの事例をじっくりと検討し、遊戯療法を実践でどのように使ったらよいのかを検討しました。
・次年度は、「（仮題）カウンセリング入門」を今回同様に多角的に学んでいく予定です。初学者のみならず、すでに実践をしていらっしゃる臨床家の方にも新たな学びの機会となるようにご企画いただく予定です。
＜アンケート抜粋＞
（1）バウムテストの講座を開催してほしい
　　→バウムテストの講座は「入門/中級いずれか」ほぼ毎年開催しています。今年度は、2月15-16日開催「パーソナリティアセスメント＜中級＞」の中でバウムテストを取り上げる予定です。
（2）心理検査の講座を開催してほしい
　　→各検査の使用頻度・重要性・職場での要求などを考慮して、毎年いくつかののアセスメント技法を取り上げています。ご興味がある方は、過去の財団講座の研修内容をご覧ください。
（3）遊戯療法（中級/ゼミ形式～）の講座を開催してほしい
　　→川嵜先生の遊戯療法は2-3年に一度開講する予定です。開催内容は今後川嵜先生と協議いたします。
（4）自学（復習）用に参考文献を載せてほしい
　　→プロフィールにおける著書の紹介のほかに、復習用に１冊だけ上げるとしたらどの本を読んだらよいのかを記載する方向で川嵜先生と協議します。
（2013/6/25現在）
3

